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発　明　等　届　出　書　

　新潟薬科大学発明規程第６条の規定に基づき、下記の発明等（発明・考案その他の知的財産の創作）を届け出ます。

記

１． 発明等の名称


　２． 発明者
	
発明者等
	氏名 (（フリガナ）)　　　　
（戸籍に記載の氏名）
	
所属・職名
	貢献度

	学内代表発明者
	
	
	％

	学内共同発明者
	　　　　　　　　　㊞
	
	％

	
	　　　　　　　　　㊞
	
	％

	
	　　　　　　　　　㊞
	
	％

	
	　　　　　　　　　㊞
	
	％

	
	　　　　　　　　　㊞
	
	％

	学外共同発明者
注）捺印不要
	
	
	％

	
	
	
	％

	
	
	
	％

	
	
	
	％

	
	
	
	％


   
３．発明等の概要
	項　目
	内　　　　　　容

	発明等の名称
	


	従来技術の概要
	





	従来技術の問題点
（発明等が解決しようと
する課題等）
	






	発明等の概要
（発明等の構成）
	






	発明等と従来技術との
相違点
（従来技術とは何が違うのか）
	






	発明等の効果
	








４．発明等にかかわる研究成果の普及方策　（該当□欄に✓印し、必要事項を記入ください。）
	□ア「発表」
	発明等にかかわる研究成果を論文・学術集会等で発表（公表）することにより普及を図りたい。

	□イ「連携研究」
	発明等にかかわる研究成果をベースにした共同研究や受託研究を企業等と連携して実施することにより普及を図りたい。

	
	候補先企業等名：

	□ウ「技術移転」
	発明等にかかわる研成成果を企業等に技術移転し、これを企業等が事業化することにより普及を図りたい。

	
	製品分野：

	
	候補先企業等名：

	□エ「その他」
	（具体的に記入）




５．４で選択した普及方策の展開に対する特許等出願の効果
（該当□欄に✓印し、その理由を記入ください。）
	特許等出願の効果
	理　　　　　　由

	□ア「効果あり」
	



	□イ「効果不明」
	



	□ウ「効果なし」
	



	□エ「その他」
	






６． 発明等にかかわる研究の研究費、契約等
	主たる研究費に「◎」、その他使用した研究費に「○」を記入
	②～⑦に該当する場合、事業名、相手先、研究課題名、交付年度等を記入してください。

	
	①研究費
	

	
	②共同研究費
	

	
	③受託研究費
	

	
	④科研費
	

	
	⑤奨学寄付金
	

	
	⑥研究助成金
	

	
	⑦その他
	

	関連する契約等
	□研究契約
	契約書名：

	
	
	契約相手方：

	
	□MTA（注1）、
NDA（注2）等
	契約書名：

	
	
	契約相手方：

	
	□なし


注１）	MTA: Material Transfer Agreement （研究試料提供契約）
注２）	NDA: Non-Disclosure Agreement （秘密保持契約）


７.  その他特記事項

　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上 
